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　さて、当グループでは、訪問理学療法士さんが月に数回ホームを訪問し、体操や機能面について評価して頂いていま

す。（緊急事態宣言中は除く）歩行補助具の調整や、機能面についての相談、またその人に合った運動メニューの考案な

ど、ホームに欠かせない存在となっています。御家族様においては、日頃のお手紙や、電話でのお話しの中で耳にする事

はあるかと思いますが、今回は少しご紹介させて頂きます。

株式会社 New Support
『シニアの皆様にオーダーメイドな健康づくりを』

株式会社New Support は、「オーダーメイドな健康づくり」をテーマに掲げ、老若男女、様々な人々へ予防医学に基づいた健康支援サービスを提供して

います。

看護師、柔道整復師、理学療法士など、国家資格を有するスタッフが在籍しており、厚生労働省（国）や福岡県から健康づくりに関する認定を受け、

福岡市からも介護予防活動に関する受託を受けて活動しております。シニア向けの健康講座やリハビリ教室も市内各地で開催しており、最寄りでは中央

区六本松にて毎月開催しております。介護施設に対しては、介護予防支援として利用者様に対して機能訓練のご支援や施設職員に対して介助指導、加算

算定支援などを実施しております。

人生100年時代となり、長生きするための心身の準備が大切であり、老後も食事や趣味、大切な方との時間を最期まで楽しむためには、今から健康に

ついて意識し、食生活や運動習慣、心身のメンテナンスについて意識する必要性が高まってきています。施設内の利用者様は勿論、地域の皆様の健康づ

くりにお力になれれば幸いです。

番外編

「いい姿勢とは？」 

「姿勢が悪い」皆さんの中には言われたことがある人が多いのではないでしょうか。  

では、いい姿勢とはどのような姿勢が思い浮かびますか？ 

医学的にいい姿勢とは、「骨と骨が連なっており、各関節や骨が崩れていないニュートラルな姿勢」と言われています。 

つまり、骨と骨がしっかり身体を支えあっていて筋肉に負担がかかっていない状態です。 

そこで、今回は理想的な立った姿勢をご紹介したいと思います。姿勢をチェックする場合は、真横から見て行ってください。 

立った姿勢を真横からみて、①耳たぶ②肩峰（肩のてっぺん） 

③大転子（股関節横に出っ張っている骨）④膝のお皿の後ろ⑤外くるぶしの前、 

この5 点を結んだラインが床と垂直に真っすぐ並んでいて、背骨が生理的な S字カーブが保たれている状態、 

この状態が「骨と骨が連なっている状態＝いい姿勢」となります。 

姿勢を正すだけで体の不調や痛みが改善される方も多くいらっしゃいます。 

皆さん、ご自分の立った姿勢はどのような姿勢になっていますか？ 

この機会にご自分の姿勢をチェックしてみてください。 
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にゅーサポコラム第１回

今後、ニューサポートさんに、

コラムを書いて頂けることに

なりました。
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